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   We analyzed the results of treatment with extracorporeal shock wave lithotripsy (ESWL) (Dor-
nier HM-3) for middle and lower ureteral solitary stones from April 1986 to March 1993 in our 
hospital. A total of 238 sessions of ESWL were done for 71 cases of middle ureteral stones and 
119 cases of lower ureteral stones. The findings were compared with those obtained on the upper 
ureteral solitary stones. 
   The final stone-free rate of the upper ureteral stones by ESWL alone were 91.9%, whereas 
those of middle and lower ureteral stones were 86.2% and 85.2%. We conclude that ESWL is 
equally useful for middle and lower ureteral stones to upper ureteral stones. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 41: 179-182,1995)
























例に対 して合計238回のESWLを 施行 した.比 較対
象となった上部尿管単一結石(Ul)は 同期間中に治
療 した449例であり,総症例数は639例であった.
上部尿管結石 は原則 と して硬膜外麻酔で,中 部尿
























































































































と以 外 に は 各 群 間 に 明 らか な 相違 は認 め なか った.
結 石 部 位別 の大 き さ(DS)をTable1に 示 す.
U1,U2,U3と もに,長 径4mm～20mm(DS-3,
4)の 結 石 が約95%を 占め て い る が,U1よ りもU2,
U3にDS-3に あ た る小 結 石 の 比 率 が 高 い.長 径20
mmを 越 え る大 結 石 はU1に15例(3 .3%),U2に
3例(4.2%),U3に4例(3.4%)と ほ ぼ 均等 に 見
られ た.




では治療1ヵ月後,3ヵ 月後 お よび最終効果判定時








療日か ら起算 した平均追跡期間1ヵ 月)のESWL単
独での完全排石率はそれ ぞれ77.0%,81.6%および
85.2%であ り,最終効果判定時 ではU1よ りも若干
劣る成績であった.
逆に,完全排石した症例のうちESWL後 補助療法
として内視鏡的処置(TUL)を 要 した症例 の割合を
みると,最 終効果判定時において,Ul,U2お よび
U3で それぞれ7.4%,13.8%および14.8%で,U2,
U3に お いてU1よ りもESWL後 補助療法の併用
率がやや高いことがわかる.
















で高 く,麻酔法の違いも影響 している もの と思われ




















































いては,ESWLを 複数回行 う場合は,そ の度ごとに
腰椎麻酔も行わね ばな らず,患 者の苦痛が大きい.
中 ・下部尿管結石 のTULは 上部尿管結石 と比べ る
と手技的 には容易で,繰 り返 し腰椎麻酔を行ってE-
SWLに固執 した り,ESWL治 療後長期間 にわた
って排石を待つことよりも,患者の社会的背景 も考慮
してTULを 積極的に併用する場合がある ことも治
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